
図１ 海外の大学等に在籍する日本人学生数の推移 図２ TOEFL（iBT）の
国別ランキング

出典／OECD「Education at a Glance」、IIE（アメリカ）「OPEN DOORS」等
「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的方策」より抜粋

図３ 諸外国における学年の始期の状況

図４ 秋季入学の導入による学生の進路パターン

＊２１５か国中　　＊１か国で２つの始期を設定している国を計上しているため、合計は一致しない
出典／東京大学入学時期の在り方に関する懇談会「将来の入学時期の在り方について」（中間まとめ）2011年12月8日発表

出典／東京大学入学時期の在り方に関する懇談会「将来の入学時期の在り方について」（中間まとめ）2011年12月8日発表

＊ 学部は全て秋季入学、大学院は
春季、秋季併存

＊TOEFL（ｉBT）は120点満点
出典／ETS-Test and Score Data Summary
for TOEFL Internet-based and Paper-based
Tests JANUARY 2010-DECEMBER 2010
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東京大が、秋季入学を本格的に検討

日本の大学のグローバル化の現状

◎海外大学等に在籍する日本人学生数は、２００４年を
ピークに減少し続けている（図１）。ＴＯＥＦＬの国別ラン
キングを見ると、日本の順位はアジアの中でも苦戦をし
ている状況がうかがえる（図２）。そのような状況の中、

東京大は大学のグローバル化を目指し、秋季入学の全学
部導入に向けて本格的な検討を始めたことを発表した
（図３、４）。他大学や企業がこの動きをどう捉えるのか、
その動向に注目したい。
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